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育

成

部

(

吉

岡

壽

部

長

)

で

は

８

月

日

、

大

21

教

会

８

月

月

次

祭

後

、

会

議

室

で

「

八

つ

の

埃

り

」

を

テ

ー

マ

に

よ

ふ

ぼ

く

勉

強

会

を

開

催

、

人

が

参

加

し

た

。

今

回

の

テ

ー

マ

に

つ

い

て

15

吉

岡

貞

彦

講

師

(

芦

田

川

分

教

会

長

)

は

、

お

ふ

よ

ふ

ぼ

く

勉

強

会

開

催

テ

ー

マ

は

｢

八

つ

の

埃

り

」

８

月

月

次

祭

後

育 成 部

「八つのほこり」について

で

さ

き

･

み

か

ぐ

ら

う

た

･

お

さ

し

づ

の

三

原

典

、

ま

た

天

理

教

教

典

等

を

参

考

に

講

義

さ

れ

、

自

ら

の

体

験

を

通

し

て

の

思

い

も

懇

切

に

話

さ

れ

た

。

受

講

者

は

熱

心

に

受

講

し

た

。

引

き

続

き

同

テ

ー

マ

に

つ

い

て

の

質

疑

応

答

、

意

見

交

換

が

行

わ

れ

有

意

義

に

終

講

し

た

。

８

月

日

、

今

月

も

夏

休

み

中

と

い

う

事

で

21

少

年

会

で

は

大

教

会

祭

典

終

了

後

、

「

テ

ッ

チ

ャ

ン

シ

ア

タ

ー

」

を

開

催

さ

せ

て

頂

き

ま

し

た

。

先

月

よ

り

は

少

な

い

人

数

で

し

た

が

、

そ

れ

で

も

少

年

会

員

約

人

と

育

成

会

員

約

人

が

40

20

神

殿

に

集

ま

っ

て

下

さ

い

ま

し

た

。

今

回

の

担

当

は

枝

広

美

香

お

姉

さ

ん

と

藤

井

里

奈

お

姉

さ

ん

で

し

た

。

最

初

は

「

友

よ

い

つ

ま

で

も

」

を

み

ん

な

で

歌

い

、

二

人

の

お

姉

さ

ん

の

素

敵

な

歌

声

が

神

殿

に

響

き

わ

た

る

中

、

引

き

続

い

て

ゲ

ー

ム

を

行

い

、

一

つ

目

は

「

震

源

地

を

探

せ

」

で

大

勢

の

中

で

誰

が

こ

の

動

き

･

動

作

を

始

め

た

の

か

「

テ

ッ

チ

ャ

ン

シ

ア

タ

ー

」

開

催

８

月

月

次

祭

後

少 年 会

を

探

し

あ

て

る

ゲ

ー

ム

で

す

。

二

つ

目

は

「

キ

ャ

ッ

チ

ゲ

ー

ム

」

で

桃

太

郎

の

歌

の

「

た

」

を

言

っ

た

ら

、

と

な

り

の

人

の

指

を

つ

ま

む

と

い

う

ゲ

ー

ム

で

す

。

子

供

達

の

無

邪

気

に

元

気

に

は

し

ゃ

ぐ

笑

顔

は

神

殿

中

が

と

て

も

明

る

く

心

地

よ

く

感

じ

ま

し

た

。

今

月

は

大

変

暑

い

日

だ

っ

た

の

で

、

か

き

氷

券

を

渡

し

て

解

散

し

ま

し

た

。

９

月

も

日

が

日

曜

日

に

な

っ

て

い

る

21

の

で

開

催

す

る

予

定

に

し

て

い

ま

す

。

毎

回

、

本

当

に

わ

ず

か

な

時

間

で

す

が

、

委

員

み

ん

な

、

少

年

会

員

達

が

少

し

で

も

喜

ん

で

く

れ

た

ら

い

い

な

と

思

い

な

が

ら

開

催

さ

せ

て

頂

い

て

い

ま

す

。

大

教

会

祭

典

の

日

に

は

、

子

「友よいつまでも」を合唱

＜実行目標＞人のたすかりを願いましょう
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供

達

が

お

う

ち

の

人

と

一

緒

に

「

大

教

会

へ

行

こ

う

よ

」

、

「

行

き

た

い

よ

」

と

一

回

で

も

思

っ

て

く

れ

た

ら

い

い

な

と

願

っ

て

い

ま

す

。

皆

さ

ん

、

大

教

会

で

待

っ

て

ま

～

す

。

(

少

年

会

委

員

丸

山

哲

子

)

台

風

号

が

九

州

か

12

ら

北

上

し

た

８

月

８

日

･

９

日

、

１

泊

２

日

の

日

程

で

大

教

会

の

英

語

講

習

会

が

吉

備

青

少

年

の

家

で

開

催

さ

れ

た

。

開

催

前

に

し

っ

か

り

と

理

立

て

と

お

願

い

づ

と

め

を

さ

せ

て

頂

い

て

い

た

お

陰

か

？

心

配

さ

れ

た

豪

雨

と

暴

風

も

ゆ

っ

く

り

と

台

風

が

進

ん

だ

た

め

、

雨

の

中

で

は

あ

っ

た

が

問

題

な

く

進

め

る

こ

と

が

出

来

た

。

第

回

英

語

講

習

会

開

催

72

８

･

８

～

９

吉

備

青

少

年

の

家

海外部

参

加

者

人

、

ス

タ

ッ

フ

人

の

人

で

和

気

あ

い

あ

22

13

35

い

と

夫

々

の

目

的

に

合

わ

せ

た

ク

ラ

ス

で

、

ス

タ

ッ

フ

と

参

加

者

が

趣

向

を

凝

ら

し

な

が

ら

授

業

を

進

め

た

。

カ

ナ

ダ

の

バ

ン

ク

ー

バ

ー

か

ら

来

た

ゲ

ス

ト

の

モ

エ

･

ハ

ッ

ト

リ

さ

ん

(

東

愛

部

属

、

海

外

ふ

る

さ

と

寮

勤

務

)

は

、

小

さ

い

子

供

か

ら

学

生

ま

で

も

一

生

懸

命

英

語

を

話

す

姿

に

胸

が

熱

く

な

っ

た

と

話

し

て

い

た

。

ゲ

ス

ト

は

得

意

分

野

で

あ

る

歌

を

生

か

し

、

英

語

で

「

ア

ナ

と

雪

の

女

王

」

を

歌

唱

指

導

し

て

く

れ

、

参

加

者

全

員

に

貴

重

な

思

い

出

を

残

し

て

く

れ

た

。

(

海

外

部

長

上

原

志

郎

)

青

年

会

笠

岡

分

会

(

上

原

明

勇

委

員

長

)

で

は

、

８

月

、

15

の

両

日

大

教

会

で

『

あ

ら

き

と

う

り

よ

う

入

門

塾

』

を

16

開

催

し

た

。

男

子

の

高

校

生

が

参

加

対

象

と

な

っ

て

い

る

こ

の

行

事

、

親

里

管

内

の

高

校

生

や

、

学

生

生

徒

修

養

会

を

修

了

し

た

高

校

生

な

ど

９

人

が

参

加

し

た

。

参

加

者

は

、

ま

ず

バ

ー

ベ

キ

ュ

ー

で

お

互

い

の

懇

親

を

深

め

た

。

そ

の

後

、

大

教

会

長

様

か

ら

「

陽

気

ぐ

ら

し

」

や

「

あ

ら

き

と

う

り

よ

う

」

に

つ

い

て

の

お

話

を

頂

き

、

参

加

者

ら

は

熱

心

に

聴

き

入

っ

た

。

翌

日

は

全

員

で

お

風

呂

を

隅

々

ま

で

丁

寧

に

掃

除

。

そ

の

後

、

上

原

委

員

長

よ

り

青

年

会

活

動

に

つ

い

て

話

が

あ

っ

た

。

続

い

て

室

内

ミ

ニ

ゲ

ー

ム

大

会

を

開

催

し

、

「

ニ

ュ

ー

ス

ポ

ー

ツ

」

や

「

利

き

ジ

ュ

ー

ス

対

決

」

な

ど

様

々

な

種

目

に

挑

戦

し

た

。

参

加

者

は

、

お

互

い

の

親

睦

を

深

め

る

と

共

に

、

青

年

会

員

で

あ

る

と

い

う

自

覚

を

高

め

た

。

あ

ら

き

と

う

り

よ

う

入

門

塾

開

催

『

青

年

会

員

の

自

覚

を

高

め

』

８

･

～

15

16

青 年 会

○
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少

年

会

笠

岡

団

(

武

内

正

美

団

長

)

恒

例

の

サ

マ

ー

キ

ャ

ン

プ

が

、

笠

岡

大

教

会

を

会

場

に

、

８

月

日

か

ら

日

22

24

ま

で

２

泊

３

日

の

日

程

で

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

こ

の

キ

ャ

ン

プ

は

、

火

･

水

･

風

の

親

神

様

の

御

守

護

を

肌

に

感

じ

る

と

と

も

に

、

た

す

け

あ

い

を

実

践

し

、

そ

こ

に

喜

び

と

感

謝

を

体

得

す

る

、

少

年

会

員

の

育

成

を

目

的

に

、

実

施

さ

れ

た

行

事

で

す

。

今

年

の

夏

の

天

気

は

、

安

定

せ

ず

、

連

日

の

雨

、

時

に

は

集

中

豪

雨

、

雷

。

キ

ャ

ン

プ

を

す

る

に

は

、

難

し

い

状

況

で

し

た

。

日

朝

、

豪

雨

22

が

降

り

ま

し

た

が

、

以

後

プ

ロ

グ

ラ

ム

、

炊

飯

を

左

右

す

る

よ

う

な

雨

も

降

ら

ず

、

順

調

に

進

行

が

で

き

、

又

か

え

っ

て

涼

し

く

、

し

の

ぎ

や

す

い

キ

ャ

ン

プ

で

し

た

。

キ

ャ

ン

プ

と

い

え

ば

テ

ン

ト

。

今

年

は

安

全

を

考

え

、

大

教

会

講

堂

に

テ

ン

ト

を

張

野

外

練

成

会

(

キ

ャ

ン

プ

)

開

催

第

回

８

･

～

大

教

会

で

17

22

24

少年会

り

、

そ

の

中

で

寝

ま

し

た

。

又

炊

飯

場

も

大

教

会

神

殿

北

側

に

あ

る

大

屋

根

の

下

に

炊

飯

場

、

食

卓

テ

ー

ブ

ル

を

セ

ッ

ト

し

、

雨

対

策

も

十

分

に

し

ま

し

た

。

キ

ャ

ン

パ

ー

ス

(

キ

ャ

ン

プ

を

す

る

人

)

は

、

自

然

を

感

じ

な

が

ら

の

外

で

立

っ

て

の

お

つ

と

め

、

慣

れ

な

い

か

ま

ど

で

火

を

焚

き

、

み

ん

な

で

協

力

し

な

が

ら

の

食

事

作

り

。

火

の

明

る

さ

を

感

じ

な

が

ら

、

み

ん

な

で

考

え

た

ス

タ

ン

ツ

(

寸

劇

)

、

歌

と

ゲ

ー

ム

で

楽

し

ん

だ

キ

ャ

ン

プ

フ

ァ

イ

ヤ

ー

。

キ

ャ

ン

パ

ー

ス

よ

り

も

、

一

人

孤

独

に

暗

闇

で

待

つ

、

お

ば

け

役

の

ス

タ

ッ

フ

の

方

が

怖

く

、

そ

の

上

蚊

に

悩

ま

さ

れ

た

き

も

だ

め

し

。

み

ん

な

で

考

え

工

夫

を

凝

ら

し

、

買

い

物

か

ら

始

め

た

料

理

コ

ン

テ

ス

ト

。

夏

休

み

の

宿

題

に

も

な

っ

た

ク

ラ

フ

ト

、

水

鉄

砲

作

り

。

普

段

感

じ

る

事

の

少

な

い

自

然

と

普

段

の

生

活

の

あ

り

が

た

さ

を

身

に

感

じ

、

お

互

い

持

ち

場

立

場

で

助

け

合

い

な

が

ら

、

生

活

を

し

た

２

泊

３

日

で

し

た

。

今

年

の

野

外

錬

成

会

、

天

気

を

始

め

、

病

気

･

け

が

も

な

く

、

御

守

護

の

中

に

無

事

終

わ

ら

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

尚

プ

ロ

グ

ラ

ム

･

食

事

メ

ニ

ュ

ー

は

次

の

通

り

で

す

。

(

少

年

会

委

員

掛

谷

宣

和

)
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●

キ

ャ

ン

プ

プ

ロ

グ

ラ

ム

８

月

日

(

金

)

22

:

大

教

会

集

合

、

受

付

13

00

開

講

式

(

お

つ

と

め

、

育

成

会

長

さ

ま

挨

拶

、

30

連

絡

事

項

)

:

テ

ン

ト

設

営

14

00

:

入

村

式

(

キ

ャ

ン

プ

長

あ

い

さ

つ

、

ス

タ

ッ

15

00

フ

紹

介

、

オ

リ

エ

ン

テ

ー

シ

ョ

ン

)

夕

食

準

備

(

カ

レ

ー

)

、

夕

食

、

後

か

た

ず

30

け

:

夕

べ

の

つ

ど

い

、

一

分

間

ス

ピ

ー

チ

、

あ

18

30

い

さ

つ

、

う

た

:

夕

づ

と

め

(

大

教

会

)

19

00

き

も

だ

め

し

30

:

入

浴

20

30

:

班

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

(

お

や

つ

)

21

30

ス

タ

ッ

フ

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

45

:

就

寝

22

00

８

月

日

(

土

)

23

５

:

起

床

45

６

:

朝

づ

と

め

、

一

分

間

ス

ピ

ー

チ

、

あ

い

さ

00

つ

、

う

た

、

連

絡

ひ

の

き

し

ん

30

７

:

朝

食

準

備

(

み

そ

汁

)

、

朝

食

、

後

片

付

け

00

９

:

プ

ー

ル

(

福

山

メ

モ

リ

ア

ル

パ

ー

ク

)

00

:

昼

食

(

本

部

班

支

給

、

そ

う

め

ん

流

し

)

13

00

コ

ン

テ

ス

ト

買

い

物

45

:

夕

食

準

備

(

料

理

コ

ン

テ

ス

ト

)

、

夕

食

、

15

00

後

片

付

け

:

夕

べ

の

つ

ど

い

、

一

分

間

ス

ピ

ー

チ

、

あ

18

30

い

さ

つ

、

コ

ン

テ

ス

ト

表

彰

、

う

た

:

夕

づ

と

め

(

大

教

会

)

19

00

キ

ャ

ン

プ

フ

ァ

イ

ヤ

ー

30

:

入

浴

20

45

:

班

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

(

お

や

つ

)

21

30

ス

タ

ッ

フ

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

45

:

就

寝

22

00

８

月

日

(

日

)

24

５

:

起

床

(

荷

物

整

理

)

30

６

:

朝

づ

と

め

一

分

間

ス

ピ

ー

チ

、

あ

い

さ

00

つ

、

う

た

、

連

絡

ひ

の

き

し

ん

30

７

:

朝

食

準

備

、

朝

食

、

後

片

付

け

、

昼

食

準

00

備

(

ホ

ッ

ト

ド

ッ

グ

)

、

撤

収

、

ク

ラ

フ

ト

(

水

で

っ

ぽ

う

)

、

水

で

っ

ぽ

う

遊

び

:

昼

食

(

ホ

ッ

ト

ド

ッ

グ

)

11

30

:

終

講

式

、

キ

ャ

ン

プ

長

挨

拶

、

参

拝

13

30

:

解

散

14

00

●

キ

ャ

ン

プ

メ

ニ

ュ

ー

表

８

月

日

(

金

)

22

…

…

○

夕

食

(

班

別

)

カ

レ

ー

ラ

イ

ス

〔

米

、

肉

、

タ

マ

ネ

ギ

、

人

参

、

じ

ゃ

が

い

も

、

福

神

漬

、

カ

レ

ー

ル

ウ

、

フ

ル

ー

ツ

ポ

ン

チ

(

缶

詰

)

〕

…

…

○

お

や

つ

ジ

ュ

ー

ス

、

菓

子

○

ス

タ

ッ

フ

準

備

品

〔

飲

物

、

つ

ま

み

、

コ

ー

ヒ

ー

、

紅

茶

、

ミ

ル

ク

、

砂

糖

〕

８

月

日

(

土

)

23

…

…

○

朝

食

(

班

別

)

御

飯

、

み

そ

汁

〔

米

、

わ

か

め

、

油

揚

げ

、

味

噌

、

だ

し

の

素

、

ふ

り

か

け

、

漬

け

物

、

卵

、

ト

マ

ト

〕

…

…

○

お

や

つ

す

い

か

(

大

教

会

お

下

が

り

)

…

…

○

昼

食

(

本

部

班

支

給

)

そ

ー

め

ん

流

し

〔

そ

う

め

ん

、

だ

し

、

ね

ぎ

、

お

に

ぎ

り

、

し

ょ

う

が

、

わ

さ

び

〕

…

…

○

夕

食

(

班

別

)

料

理

コ

ン

テ

ス

ト

〔

１

班

２

５

０

０

円

、

調

味

料

本

部

支

給

〕

…

…

○

お

や

つ

ジ

ュ

ー

ス

、

菓

子

８

月

日

(

日

)

24

…

…

○

朝

食

(

本

部

班

)

御

飯

、

み

そ

汁

〔

米

、

わ

か

め

、

油

揚

げ

、

味

噌

、

だ

し

の

素

、

ふ

り

か

け

、

卵

〕

…

…

○

昼

食

(

本

部

班

)

ホ

ッ

ト

ド

ッ

グ

〔

ロ

ー

ル

パ

ン

、

ハ

ム

、

チ

ー

ズ

、

レ

タ

ス

、

ケ

チ

ャ

ッ

プ

、

マ

ヨ

ネ

ー

ズ

、

牛

乳

、

コ

ー

ヒ

ー

牛

乳

、

ジ

ュ

ー

ス

、

フ

ル

ー

ツ

(

缶

詰

)

〕

…

…

○

お

や

つ

か

き

氷

〔

氷

、

み

つ

、

カ

ッ

プ

〕

○

5

立教177年(平成26年/2014年)9月21日 第53巻 第9号 かさおか



笠

岡

大

教

会

四

代

会

長

夫

人

･

上

原

せ

い

子

様

の

一

年

祭

は

８

月

日

午

前

時

か

ら

、

大

教

会

世

話

人

･

島

村

30

11

廣

義

本

部

員

祭

主

の

も

と

大

教

会

祖

霊

殿

で

家

族

･

親

族

･

大

教

会

役

員

･

部

内

教

会

長

･

よ

ふ

ぼ

く

･

信

者

多

数

が

参

四

代

会

長

夫

人

一

年

祭

･

建

碑

式

執

り

行

う

列

し

執

り

行

わ

れ

た

。

そ

の

後

、

大

教

会

墓

地

で

建

碑

式

が

行

わ

れ

た

。

婦

人

会

笠

岡

支

部

(

上

原

き

よ



支

部

長

)

で

は

、

８

月

毛

布

襟

付

け

ひ

の

き

し

ん

８

月

日

・

９

月

４

日

21

婦人会

日

と

９

月

４

日

に

詰

所

宿

泊

者

･

大

教

会

信

者

室

用

の

21

毛

布

襟

付

け

ひ

の

き

し

ん

を

行

い

、

延

べ

約

人

が

参

加

120

し

た

。

午

前

９

時

半

か

ら

午

後

２

時

ま

で

講

堂

･

信

者

４

号

室

･

役

員

夫

人

室

に

分

か

れ

て

枚

の

襟

付

け

を

し

た

。

460

青

年

会

笠

岡

分

会

(

上

原

明

勇

委

員

長

)

で

は

、

９

月

７

日

、

中

山

正

直

青

年

会

本

部

委

員

長

を

迎

え

、

大

教

会

で

「

た

す

け

の

渦

を

巻

き

起

こ

そ

う

推

進

の

つ

ど

い

」

を

開

催

し

た

。

教

祖

年

祭

へ

向

け

て

青

年

会

本

部

で

は

、

「

た

130

す

け

の

渦

を

巻

き

起

こ

そ

う

」

と

い

う

ス

ロ

ー

ガ

ン

を

掲

げ

て

い

る

。

今

回

の

つ

ど

い

は

、

そ

の

活

動

の

後

押

し

ｎ

と

し

て

開

か

れ

た

。

当

日

は

、

遠

近

問

わ

ず

青

年

会

員

35

人

が

参

加

し

た

。

中

山

委

員

長

は

自

身

の

体

験

談

を

交

え

な

が

ら

、

お

た

す

け

の

心

を

持

っ

て

日

々

を

通

る

事

の

大

切

さ

や

、

声

か

け

の

重

要

性

を

話

さ

れ

、

最

後

に

、

笠

岡

分

会

と

し

て

の

心

定

め

(

一

日

一

つ

に

お

い

が

け

全

会

員

名

の

実

働

)

500

の

完

遂

を

促

さ

れ

た

。

そ

の

後

、

全

て

が

「

お

た

す

け

」

に

繋

が

る

と

し

て

、

「

路

傍

講

演

」

、

「

神

名

流

し

」

、

「

ひ

「

た

す

け

の

渦

を

巻

き

起

こ

そ

う

推

進

の

つ

ど

い

」

開

催

『

一

人

一

人

に

た

す

け

心

を

』

青 年 会
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の

き

し

ん

(

公

道

の

ゴ

ミ

ひ

ろ

い

)

」

に

分

か

れ

て

実

働

し

た

。

暑

い

中

で

は

あ

っ

た

が

、

そ

れ

ぞ

れ

の

コ

ー

ス

で

参

加

者

は

勇

ん

で

つ

と

め

た

。

ま

た

、

中

山

委

員

長

も

全

て

の

コ

ー

ス

で

、

参

加

者

と

同

じ

く

実

働

に

加

わ

っ

た

。

実

働

後

は

、

バ

ー

ベ

キ

ュ

ー

で

お

互

い

の

労

を

ね

ぎ

ら

い

な

が

ら

親

睦

を

深

め

、

和

や

か

な

ひ

と

と

き

を

過

ご

し

た

。

最

後

に

、

上

原

委

員

長

か

ら

「

お

た

す

け

に

繋

が

る

一

歩

を

各

自

で

踏

み

だ

し

ま

し

ょ

う

」

と

話

し

が

あ

っ

た

。

参

加

者

ら

は

一

日

を

通

し

て

、「

お

た

す

け

･

に

お

い

が

け

」

に

対

す

る

意

識

を

高

め

合

っ

た

。

９

月

８

日

(

月

)

、

６

人

で

広

島

平

和

公

園

へ

に

お

い

が

け

に

行

っ

て

来

ま

し

た

。

あ

り

が

た

い

事

に

さ

ま

ざ

ま

な

国

か

ら

来

ら

れ

た

方

が

た

に

出

会

い

ま

し

た

。

た

と

え

ば

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

、

ポ

ー

ラ

ン

ド

、

ブ

ラ

ジ

ル

、

韓

国

、

ス

イ

ス

、

ス

ペ

イ

ン

、

フ

ラ

ン

ス

、

ス

ウ

ェ

ー

デ

ン

、

イ

ギ

リ

ス

、

イ

タ

リ

ア

、

ド

イ

ツ

、

ガ

ー

ナ

、

メ

キ

シ

コ

な

ど

の

人

に

、

声

が

け

す

る

こ

と

が

出

来

ま

し

た

。

英

語

と

日

本

語

が

分

か

ら

な

い

方

が

い

ま

し

た

が

、

身

振

り

手

振

り

で

し

ゃ

べ

り

ま

し

た

。

本

当

に

楽

し

か

っ

た

で

す

。声

掛

け

も

、

に

を

い

が

け

も

、

人

を

た

す

け

る

事

だ

と

思

う

の

で

、

神

様

が

い

つ

も

見

て

く

れ

て

い

る

か

ら

心

配

や

怖

が

る

こ

と

が

い

り

ま

せ

ん

。

こ

れ

か

ら

も

っ

と

頑

張

り

ま

す

。

(

大

教

会

青

年

サ

ム

エ

ル

･

カ

リ

ウ

キ

)

こ

の

度

は

大

教

会

青

年

の

サ

ム

君

も

一

緒

に

同

行

し

て

く

れ

ま

し

た

。

１

時

間

で

配

布

で

き

た

人

た

ち

は

、

組

30

広

島

平

和

公

園

で

外

国

語

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

配

布

海外部

人

位

で

し

た

が

、

何

人

も

の

人

と

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

を

元

60

に

長

い

時

間

話

が

出

来

、

お

互

い

の

名

刺

や

メ

ー

ル

ア

ド

レ

ス

を

交

換

で

き

た

り

、

未

来

に

繋

が

る

に

を

い

が

け

に

な

り

ま

し

た

。

こ

れ

か

ら

も

楽

し

み

に

続

け

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

(

海

外

部

長

上

原

志

郎

)

○
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お

と

ま

り

会

を

通

し

て

嬉

し

か

っ

た

事

亀

田

山

分

教

会

長

髙

橋

徳

行

今

年

の

ゴ

ー

ル

デ

ン

ウ

イ

ー

ク

中

に

、

こ

ん

な

事

が

あ

り

ま

し

た

。

小

学

五

年

生

に

な

る

息

子

の

友

人

が

、

い

つ

も

の

如

く

教

会

に

遊

び

に

来

て

い

ま

し

た

。

私

は

、

教

会

内

で

あ

れ

こ

れ

用

事

を

し

て

お

り

ま

し

た

が

、

ふ

と

耳

を

澄

ま

す

と

、

裏

庭

の

方

か

ら

、

座

り

づ

と

め

の

地

歌

が

聞

こ

え

て

く

る

の

で

す

。

声

の

主

は

、

先

ほ

ど

ま

で

走

り

回

っ

て

い

た

七

、

八

人

の

男

の

子

た

ち

で

し

た

。

よ

く

見

る

と

、

拍

子

木

に

見

立

て

た

板

切

れ

を

一

人

が

た

た

い

て

、

横

一

列

に

な

り

、

声

高

ら

か

に

お

つ

と

め

を

し

て

い

る

で

は

あ

り

ま

せ

ん

か

。

そ

の

姿

は

真

剣

そ

の

も

の

で

す

。

せ

っ

か

く

真

面

目

に

や

っ

て

い

る

の

に

、

冷

や

か

し

て

は

い

け

な

い

と

思

い

、

気

付

か

れ

な

い

よ

う

に

そ

の

場

を

離

れ

ま

し

た

が

、

つ

く

づ

く

、

偉

い

も

の

だ

と

感

心

さ

せ

ら

れ

ま

し

た

。

ま

た

、

数

日

後

に

は

、

通

り

か

か

っ

た

二

人

の

子

供

が

、

「

会

長

さ

ん

、

な

に

か

お

手

伝

い

す

る

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん

か

」

と

、

ひ

の

き

し

ん

を

申

し

出

て

く

れ

ま

し

た

の

で

、

談
話

室

三

十

分

ば

か

り

、

畑

の

畝

づ

く

り

を

手

伝

っ

て

も

ら

い

ま

し

た

。

実

に

う

れ

し

い

こ

と

で

し

た

。

私

の

教

会

で

は

、

不

定

期

に

「

お

と

ま

り

会

」

を

開

い

て

お

り

ま

す

。

六

月

の

末

に

実

施

し

た

お

と

ま

り

会

で

は

、

二

十

一

人

の

参

加

が

あ

り

ま

し

た

が

、

そ

の

内

十

九

人

は

全

く

未

信

仰

家

庭

の

子

供

た

ち

で

し

た

。

本

来

で

あ

れ

ば

、

も

っ

と

信

者

子

弟

の

参

加

が

あ

る

べ

き

と

こ

ろ

か

も

知

れ

ま

せ

ん

。

そ

の

点

は

申

し

訳

な

く

思

っ

て

お

り

ま

す

が

、

ま

た

一

面

、

こ

れ

も

大

切

な

に

を

い

が

け

の

御

用

の

一

端

と

自

ら

に

言

い

聞

か

せ

て

、

つ

と

め

さ

せ

て

頂

い

て

お

り

ま

す

。

先

ほ

ど

ゴ

ー

ル

デ

ン

ウ

イ

ー

ク

の

ひ

と

こ

ま

を

紹

介

し

ま

し

た

が

、

普

段

で

も

、

息

子

の

友

達

が

や

っ

て

き

ま

す

と

、

教

会

に

上

が

る

な

り

、

先

ず

神

殿

で

、

親

神

様

、

教

祖

、

霊

様

を

、

き

ち

ん

と

拍

手

を

う

っ

て

参

拝

し

ま

す

。

信

仰

家

庭

の

子

供

は

誰

一

人

と

し

て

い

ま

せ

ん

。

ま

た

、

皆

そ

ろ

っ

て

か

ら

一

斉

に

拝

む

の

で

は

な

く

、

来

た

者

か

ら

参

拝

し

て

、

そ

れ

か

ら

遊

び

の

輪

に

加

わ

っ

て

い

き

ま

す

。そ

ん

な

姿

を

遠

巻

き

に

眺

め

な

が

ら

、

お

と

ま

り

会

の

効

果

は

正

に

絶

大

な

り

、

と

思

わ

せ

て

頂

い

て

お

り

ま

す

「

三

つ

子

の

魂

、

百

ま

で

」

と

い

い

ま

す

。

今

、

こ

う

し

て

ご

縁

の

あ

っ

た

子

供

た

ち

が

、

将

来

、

ど

ん

な

形

で

お

道

と

関

わ

り

、

つ

な

が

っ

て

く

れ

る

こ

と

や

ら

、

と

密

か

に

夢

を

抱

き

つ

つ

、

こ

れ

か

ら

も

お

と

ま

り

会

を

は

じ

め

と

す

る

少

年

会

活

動

の

上

に

、

大

い

な

る

楽

し

み

の

心

を

も

っ

て

、

取

り

組

ん

で

い

き

た

い

と

思

っ

て

お

り

ま

す

。

修

養

科

で

感

じ

た

こ

と

芦

常

分

教

会

原

沙

由

理

こ

の

度

、

私

は

期

修

養

科

を

無

事

修

了

さ

せ

て

頂

き

878

ま

し

た

。

こ

の

修

養

科

で

私

は

組

の

１

番

組

係

と

し

て

102

の

役

を

頂

き

、

３

ヶ

月

間

は

組

係

で

の

仕

事

、

ク

ラ

ス

の

方

々

の

事

を

第

一

に

考

え

て

い

こ

う

と

思

い

通

ら

せ

て

頂

き

ま

し

た

。

今

回

、

組

の

ク

ラ

ス

で

は

大

き

な

身

上

や

事

情

も

な

102

く

、

１

人

も

欠

け

る

事

も

な

く

修

了

す

る

事

が

で

き

ま

し

た

。

振

り

返

っ

て

み

る

と

、

私

が

ク

ラ

ス

の

誰

か

に

寄

り

そ

わ

せ

て

も

ら

う

中

で

、

自

分

自

身

が

心

を

改

め

さ

せ

ら

れ

、

相

手

を

通

し

て

勉

強

さ

せ

て

頂

く

事

ば

か

り

だ

っ

た

よ

う

に

感

じ

ま

す

。

又

、

役

を

頂

い

た

事

に

よ

り

他

の

ク

ラ

ス

の

方

々

と

関

わ

る

機

会

も

多

く

、

「

こ

ん

な

人

に

な

り

た

い

」

と

思

え

る

人

に

た

く

さ

ん

出

会

え

る

事

が

で

き

ま

し

た

。

３

ヶ

月

の

中

で

し

ん

ど

い

時

で

も

担

任

の

先

生

修
養

科
生

の
声
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を

始

め

、

ク

ラ

ス

の

方

々

、

詰

所

の

方

々

と

周

り

の

人

達

に

支

え

ら

れ

、

無

事

通

ら

せ

て

頂

く

事

が

で

き

ま

し

た

。

修

養

科

を

終

え

て

か

ら

は

、

お

ぢ

ば

で

感

じ

た

事

を

忘

れ

ず

、

自

分

の

教

会

へ

足

を

運

び

、

誰

か

の

力

に

な

っ

て

誰

か

を

た

す

け

る

事

が

で

き

る

よ

う

に

、

こ

れ

か

ら

も

成

人

し

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

修

養

科

を

終

え

て

稲

倉

分

教

会

福

島

節

子

親

神

様

、

教

祖

、

み

た

ま

様

、

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

教

養

掛

の

先

生

、

会

長

様

、

同

期

生

の

方

々

本

当

に

御

世

話

に

成

り

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

夏

の

猛

暑

の

中

、

こ

ど

も

お

ぢ

ば

が

え

り

も

有

り

、

心

に

残

る

お

ぢ

ば

の

生

活

で

し

た

。

最

初

は

お

て

ふ

り

、

鳴

物

も

出

来

ず

不

安

と

緊

張

感

の

中

で

と

ま

ど

っ

て

お

り

ま

し

た

が

、

先

生

方

の

御

指

導

に

よ

り

、

何

度

も

繰

り

返

し

丁

寧

に

教

え

て

い

た

だ

き

、

少

し

づ

つ

人

間

思

案

が

う

す

れ

気

持

ち

が

楽

に

成

り

ま

し

た

。

身

上

の

左

膝

関

節

症

も

先

生

や

同

期

生

の

方

々

の

お

さ

づ

け

で

い

つ

の

ま

に

か

正

座

出

来

る

御

守

護

を

い

た

だ

き

感

謝

し

て

お

り

ま

す

。

家

に

帰

っ

た

ら

「

お

た

す

け

、

お

願

い

カ

ー

ド

」

に

銘

記

し

た

友

人

、

知

人

に

自

分

を

見

て

い

た

だ

き

、

お

ぢ

ば

の

お

話

を

し

っ

か

り

さ

せ

て

い

た

だ

き

、

一

人

で

も

助

か

っ

て

い

た

だ

け

る

様

、

心

を

つ

く

し

ま

す

。

又

近

く

の

公

園

や

老

人

ホ

ー

ム

の

ひ

の

き

し

ん

も

、

教

区

の

方

々

の

御

指

導

に

よ

り

頑

張

っ

て

い

き

ま

す

。

教

典

で

「

人

間

は

み

な

み

な

神

の

か

し

も

の

や

神

の

ぢ

う

よ

ふ

こ

れ

を

し

ら

ん

か

」

か

し

も

の

･

か

り

も

の

の

理

が

何

も

分

か

っ

て

い

な

か

っ

た

と

さ

ん

げ

し

あ

り

の

ま

ま

の

事

を

喜

ば

な

け

れ

ば

と

深

く

く

思

い

ま

し

た

。

修

養

科

修

了

後

、

ぐ

ち

･

不

平

･

不

満

は

絶

対

言

っ

て

は

い

け

な

い

と

も

教

え

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

日

々

の

生

活

に

戻

っ

て

も

教

祖

伝

や

教

典

を

読

み

返

し

、

朝

夕

の

お

つ

と

め

、

お

て

ふ

り

、

ひ

の

き

し

ん

を

励

行

し

、

く

せ

性

分

が

取

れ

る

様

努

力

し

ま

す

の

で

、

ど

う

ぞ

教

祖

私

を

お

使

い

い

た

だ

き

ま

す

様

に

お

願

い

致

し

ま

す

。

上

原

先

生

、

吉

岡

先

生

、

桑

本

先

生

、

渡

邉

先

生

、

詰

所

の

先

生

方

と

奥

様

、

ク

ラ

ス

の

同

期

生

の

方

々

、

大

変

御

世

話

に

成

り

本

当

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

思

い

出

松

都

分

教

会

糸

川

美

枝

田

植

え

を

す

ま

せ

、

笠

岡

詰

所

に

来

て

、

最

初

の

一

ヶ

月

は

長

く

感

じ

ま

し

た

。

朝

四

時

半

ご

ろ

起

き

て

朝

食

の

準

備

し

て

、

六

時

か

ら

朝

づ

と

め

。

食

事

を

し

て

歩

い

て

本

部

ま

で

四

十

分

く

ら

い

か

か

り

ま

す

。

教

養

の

先

生

二

人

、

上

原

･

桑

本

先

生

、

私

た

ち

五

人

で

行

く

道

は

、

せ

み

の

な

き

声

、

川

の

流

れ

る

音

、

桑

の

実

を

食

べ

た

り

。

三

十

八

母

屋

の

ひ

の

き

し

ん

は

、

高

い

所

の

窓

ふ

き

、

部

屋

の

掃

除

、

毛

布

入

れ

、

ト

イ

レ

掃

除

。

フ

イ

リ

ピ

ン

、

韓

国

の

人

、

島

根

の

人

、

色

々

さ

ま

ざ

ま

で

す

。

日

曜

日

の

夕

づ

と

め

は

一

番

前

で

お

つ

と

め

を

す

る

の

で

す

。

す

ご

く

感

激

で

し

た

。

朝

の

神

殿

掃

除

は

三

時

ご

ろ

起

き

て

車

で

行

き

ま

す

。

朝

早

い

の

で

、

授

業

中

眠

く

な

り

ま

す

。

こ

ど

も

お

ぢ

ば

が

え

り

の

パ

レ

ー

ド

は

花

火

が

感

激

で

し

た

。

琴

の

総

合

練

習

は

盛

大

で

し

た

。

車

い

す

の

ひ

の

き

し

ん

し

た

時

も

車

い

す

を

押

し

た

こ

と

が

な

い

の

で

段

差

が

あ

る

所

は

む

つ

か

し

い

な

あ

と

感

じ

ま

し

た

。

暑

か

っ

た

の

で

お

じ

い

さ

ん

が

熱

中

症

の

よ

う

に

な

ら

れ

て

洋

服

を

ゆ

る

め

て

冷

や

し

て

あ

げ

ま

し

た

。

詰

所

の

草

取

り

ひ

の

き

し

ん

、

ジ

ャ

ガ

イ

モ

も

掘

り

、

ト

マ

ト

取

り

、

ト

マ

ト

の

め

こ

ぎ

。

毎

月

二

十

六

日

に

は

米

府

の

会

長

様

、

奥

様

が

来

て

声

を

か

け

て

く

だ

さ

る

。

あ

り

が

た

い

こ

と

で

す

。

詰

所

の

方

々

に

送

ら

れ

て

二

十

七

日

に

来

ま

し

た

。

夕

づ

と

め

で

琴

を

ひ

か

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

笠

岡

大

教

会

の

墓

地

に

お

参

り

さ

せ

て

い

た

だ

き

、

広

い

土

地

だ

な

と

感

じ

ま

し

た

。

食

事

も

ご

ち

そ

う

だ

し

、

三

ヶ

月

色

々

楽

し

か

っ

た

で

す

。

心

を

低

く

し

て

通

ら

せ

て

い

た

だ

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

帰

っ

て

か

ら

チ

ラ

シ

配

り

を

し

た

り

、

草

取

り

ひ

の

き

し

ん

、

お

た

す

け

カ

ー

ド

を

書

か

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

お

さ

づ

け

の

取

り

次

ぎ

も

さ

せ

て

い

た

だ

き

た

い

と

思

い

ま

す

。
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▼

福

満

隊

実

施

日

年

７

月

日

～

日

26

20

21

参

加

者

数

少

年

会

員

育

成

会

員

合

計

21

16

37

内

容

朝

づ

と

め

、

夕

づ

と

め

、

ひ

の

き

し

ん

、

神

様

の

お

は

な

し

、

お

風

呂

、

ゲ

ー

ム

、

海

水

浴

。

感

想

人

中

、

小

学

１

年

生

が

７

人

お

り

、

世

21

話

ど

り

が

大

変

で

し

た

が

神

様

の

お

は

な

し

、

お

つ

と

め

は

、

皆

、

真

剣

に

つ

と

め

て

く

れ

ま

し

た

。

▼

弥

髙

山

隊

実

施

日

年

８

月

４

日

～

５

日

26

参

加

者

数

少

年

会

員

２

育

成

会

員

３

合

計

５

内

容

朝

づ

と

め

、

夕

づ

と

め

、

ひ

の

き

し

ん

、

お

風

呂

、

食

事

、

ど

こ

か

へ

出

か

け

る

。

▼

髙

屋

隊

実

施

日

年

８

月

５

日

～

６

日

26

参

加

者

数

少

年

会

員

育

成

会

員

５

合

計

14

19

内

容

朝

づ

と

め

、

夕

づ

と

め

、

ひ

の

き

し

ん

、

神

様

の

お

は

な

し

、

お

風

呂

、

ゲ

ー

ム

、

ど

こ

か

へ

出

か

け

る

、

食

事

。

感

想

ほ

と

ん

ど

勝

手

に

遊

ば

せ

て

い

ま

す

。

(

朝

教

会

お

と

ま

り

会

の

報

告

夕

の

お

つ

と

め

だ

け

は

、

き

ち

っ

と

つ

と

め

さ

せ

ま

す

。

）

▼

芦

加

茂

隊

実

施

日

年

８

月

６

日

～

７

日

26

参

加

者

数

少

年

会

員

育

成

会

員

７

合

計

11

18

内

容

朝

づ

と

め

、

夕

づ

と

め

、

ひ

の

き

し

ん

、

教

祖

の

お

は

な

し

、

お

風

呂

、

食

事

、

め

だ

か

取

り

、

花

火

。

感

想

大

雨

で

バ

ー

ベ

キ

ュ

ー

が

出

来

な

い

か

と

思

い

ま

し

た

が

お

天

気

に

な

り

良

か

っ

た

で

す

。

子

供

達

に

は

そ

れ

ぞ

れ

い

そ

が

し

く

お

と

ま

り

し

て

く

れ

る

人

が

少

な

く

、

孫

が

と

ま

っ

て

く

れ

ま

し

た

。

▼

廣

町

隊

･

福

廣

隊

合

同

実

施

日

年

８

月

７

日

～

８

日

26

参

加

者

数

少

年

会

員

６

育

成

会

員

４

合

計

10

内

容

朝

づ

と

め

、

夕

づ

と

め

、

ひ

の

き

し

ん

、

神

様

の

お

は

な

し

、

お

風

呂

、

プ

ー

ル

、

鳴

物

練

習

、

夏

休

み

の

宿

題

、

花

火

、

ご

み

拾

い

。

感

想

こ

の

度

は

、

子

供

お

ぢ

ば

帰

り

に

、

参

加

し

て

下

さ

っ

た

友

達

が

参

加

し

て

く

れ

て

、

と

て

も

楽

し

み

に

し

て

待

っ

て

く

れ

ま

し

た

。

お

つ

と

め

の

鳴

物

練

習

を

も

っ

と

し

た

い

と

言

っ

て

く

れ

ま

し

た

。

何

を

し

て

も

楽

し

く

素

晴

ら

し

い

お

泊

ま

り

会

で

し

た

。

な

ん

と

か

続

け

さ

せ

て

も

ら

い

た

い

と

思

い

ま

す

。

鼓

笛

隊

員

が

二

人

増

え

る

予

定

で

楽

し

み

で

す

。

▼

東

水

島

隊

実

施

日

年

８

月

日

～

日

26

10

11

参

加

者

数

少

年

会

員

９

育

成

会

員

５

合

計

14

内

容

朝

づ

と

め

、

夕

づ

と

め

、

ひ

の

き

し

ん

、

神

様

の

お

は

な

し

、

お

風

呂

、

ど

こ

か

へ

出

か

け

る

、

食

事

、

紙

芝

居

。

感

想

祭

典

後

の

午

後

よ

り

開

催

し

た

た

め

、

大

変

忙

し

か

っ

た

。

ほ

と

ん

ど

の

子

が

こ

ど

も

お

ぢ

ば

が

え

り

参

加

者

の

た

め

和

気

あ

い

あ

い

と

楽

し

く

過

ご

せ

ま

し

た

。

▼

福

冨

士

隊

実

施

日

年

８

月

日

～

日

26

11

12

参

加

者

数

少

年

会

員

３

育

成

会

員

３

合

計

６

内

容

朝

づ

と

め

、

夕

づ

と

め

、

ひ

の

き

し

ん

、

神

様

の

お

は

な

し

、

ゲ

ー

ム

、

食

事

。

感

想

高

校

生

の

息

子

た

ち

が

学

修

に

行

っ

て

い

る

時

に

、

月

曜

日

火

曜

日

と

行

い

ま

し

た

が

ま

っ

た

く

に

近

い

人

数

で

ビ

ッ

ク

リ

し

ま

し

た

が

、

少

人

数

は

少

人

数

な

り

の

楽

し

さ

が

あ

り

良

か

っ

た

と

思

い

ま

す

。

神

様

の

話

を

気

合

い

入

れ

て

取

り

次

が

せ

て

頂

い

た

と

こ

ろ

「

長

い

」

と

不

評

で

あ

り

ま

し

た

。
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▼

府

中

市

隊

実

施

日

年

８

月

日

～

日

26

14

15

参

加

者

数

少

年

会

員

２

育

成

会

員

３

合

計

５

内

容

朝

づ

と

め

、

夕

づ

と

め

、

ひ

の

き

し

ん

、

神

様

の

お

は

な

し

、

お

風

呂

、

ゲ

ー

ム

、

地

区

の

夏

祭

り

の

手

伝

い

。

感

想

子

供

が

少

な

い

の

で

、

あ

ま

り

大

き

な

行

事

が

出

来

な

い

の

で

毎

回

小

じ

ん

ま

り

し

た

も

の

に

な

っ

て

し

ま

い

ま

す

。

▼

吸

江

隊

実

施

日

年

８

月

日

～

日

26

18

19

参

加

者

数

少

年

会

員

育

成

会

員

合

計

10

11

21

内

容

朝

づ

と

め

、

夕

づ

と

め

、

ひ

の

き

し

ん

、

神

様

の

お

は

な

し

、

お

風

呂

、

ゲ

ー

ム

、

ボ

ー

リ

ン

グ

場

、

食

事

。

感

想

婦

人

会

の

皆

様

に

は

、

シ

ー

ツ

洗

い

、

ふ

と

ん

干

し

、

食

事

な

ど

、

細

や

か

に

子

供

の

世

話

を

し

て

頂

き

、

誠

に

有

り

難

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

子

供

達

が

立

派

な

用

木

に

育

つ

事

を

願

っ

て

居

り

ま

す

。

▼

上

下

隊

実

施

日

年

８

月

日

～

日

26

22

23

参

加

者

数

少

年

会

員

育

成

会

員

合

計

27

11

38

内

容

朝

づ

と

め

、

夕

づ

と

め

、

ひ

の

き

し

ん

、

神

様

の

お

は

な

し

、

お

風

呂

、

ゲ

ー

ム

、

う

た

、

ど

こ

か

へ

出

か

け

る

(

風

呂

)

、

食

事

、

室

内

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

。

感

想

子

供

お

ぢ

ば

帰

り

に

行

け

な

か

っ

た

子

達

が

、

教

会

お

と

ま

り

会

を

楽

し

み

に

し

て

く

れ

る

の

で

、

毎

年

続

け

よ

う

と

思

い

ま

す

。

元

気

い

っ

ぱ

い

の

子

達

な

の

で

育

成

会

員

は

ケ

ガ

な

ど

を

さ

せ

な

い

よ

う

に

す

る

の

に

、

神

様

を

使

い

ま

す

>
今

年

も

無

事

に

終

わ

れ

て

有

難

か

っ

た

で

す

。

▼

鶴

山

隊

実

施

日

年

８

月

日

～

26

23

24

日

参

加

者

数

少

年

会

員

３

育

成

会

員

２

合

計

５

内

容

朝

づ

と

め

、

夕

づ

と

め

、

ひ

の

き

し

ん

、

お

風

呂

、

花

火

。

感

想

久

し

ぶ

り

の

お

泊

ま

り

会

で

、

皆

、

喜

ん

で

く

れ

ま

し

た

。

有

難

い

こ

と

で

す

。

福満隊

芦加茂隊

福冨士隊
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＜年祭活動推進委員会＞

○若人の集い

日 時 １１月２３日（日）

９：１５ 受付

９：４５ 開講

１０：１５ 第一部：講話「メキシコでの奇跡」（仮題）

中 山 仁 先生

（山名部属名陽分教会よふぼく）

・紹介ビデオ「笠岡部内の会長さん、ようぼくさん」

１２：００ 第二部：ふれあいクッキング 世界の料理を作りましょう

１５：００ 解散予定

会 場 笠岡大教会

対 象 ２０才～４５才までの男女

参加費 ５００円

携行品 筆記用具

申込〆切 １０月２０日

＜布 教 部＞

○本部食堂ひのきしん

日 時 １０月１日（水）～１５日（水）

割 当 福山ブロック

○秋季大祭お帰り講話

日 時 １０月２５日（金）午後７時

講 師 白 熊 繁 一 先生（郡山部属中千住分教会長）

＜婦 人 会＞

○委員部長後継者講習会

日 時 １０月２３日（木） 午前９時 受付、９時半 開講

～ 午後３時頃 閉講予定

場 所 笠岡大教会

対 象 委員部長後継者並びに内勤の後継者

参加御供 ５００円

内 容 支部長挨拶、神名流し、感話、ねり合い、等

持参品 ハッピ

＜青 年 会＞

○中山大亮様、青年会五代会長ご就任

※８月２５日、天理教青年会五代会長推戴臨時総会 開催

○五代会長就任記念 おやさとふしん青年会ひのきしん隊結成60周年記念

第九十回天理教青年会総会

日 時 １０月２７日（月） 午前１０時

会 場 本部中庭

※記念総会への一人でも多くの参加をもって、ご就任に対する御祝とする。
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立

教

百

七

十

七

年

八

月

月

次

祭

祭

典

役

割

表

立

教

百

七

十

七

年

八

月

月

次

祭

祭

典

役

割

表

立

教

百

七

十

七

年

八

月

月

次

祭

祭

典

役

割

表

立

教

百

七

十

七

年

八

月

月

次

祭

祭

典

役

割

表

祭

主

大

教

会

長

様

山

田

敏

教

賛

者

笹

尾

正

治

淺

野

明

教

扈

者

今

川

昌

彦

指

図

方

吉

岡

壽

講

話

中

島

誠

治

十

月

講

話

大

教

会

長

様

区

分

坐

り

勤

前

半

後

半

役

割

中

村

邦

義

吉

岡

壽

中

村

剛

地

方

中

村

道

德

門

脇

元

教

杉

原

博

之

横

山

逸

郎

佐

藤

真

孝

内

海

史

郎

大

教

会

長

様

中

村

剛

中

村

邦

義

岡

本

久

善

中

島

誠

治

岡

崎

真

一

お

つ

と

め

上

原

繁

道

今

川

昌

彦

田

中

隆

之

て

を

ど

り

大

教

会

奥

様

上

原

順

子

門

脇

加

津

田

中

ま

す

み

森

本

冨

美

子

高

木

孝

子

門

脇

郁

子

谷

内

美

知

子

中

村

初

美

笛

岡

﨑

真

一

吉

岡

誠

一

郎

淺

野

明

教

ち

ゃ

ん

ぽ

ん

笹

尾

正

治

赤

木

素

志

森

本

忠

平

拍

子

木

上

原

志

郎

山

田

敏

教

武

内

清

明

太

鼓

谷

内

伸

自

田

林

久

嗣

上

原

繁

次

す

り

が

ね

三

島

渉

虫

明

立

生

岡

﨑

輝

彦

小

鼓

高

木

昭

祥

山

野

弘

実

森

本

忠

善

琴

虫

明

好

美

武

内

正

美

笹

尾

一

美

三

味

線

今

川

佐

智

子

内

海

安

子

横

山

小

智

榮

胡

弓

佐

藤

香

苗

岡

﨑

豊

子

三

島

照

美

笠

岡

に

繋

が

る

教

友

の

方

が

選

ば

れ

掲

載

さ

れ

て

い

ま

し

た

の

で

転

載

さ

せ

て

頂

き

ま

す

。

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

▼

天

理

教

道

友

社

発

行

『

天

理

時

報

』

よ

り

転

載

▽

８

月

日

付

「

時

報

俳

壇

」

31

・

芦

品

分

教

会

教

人

金

谷

眞

佐

代

さ

ん

梅

雨

明

に

娘

の

さ

と

す

つ

と

め

の

理

あ

け

▽

８

月

日

付

「

時

報

歌

壇

」

31

・

福

満

分

教

会

前

会

長

夫

人

福

島

悦

子

さ

ん

朝

来

れ

ば

「

花

子

と

ア

ン

」

を

た

の

し

み

ぬ

全

聾

の

わ

れ

は

字

幕

を

見

つ

つ

ぜ

ん

ろ

う

・

海

松

ヶ

岡

分

教

会

池

田

広

子

さ

ん

カ

ー

テ

ン

を

透

か

し

て

光

る

稲

妻

に

耳

を

ふ

さ

ぎ

て

音

を

数

え

る

▼

養

徳

社

発

行

『

陽

気

』

誌

九

月

号

、

「

道

柳

」

よ

り

転

載

。

今

回

の

課

題

は

「

正

」

。

▽

秀

詠

・

東

悠

分

教

会

前

会

長

夫

人

田

林

美

智

子

さ

ん

正

し

い

と

思

う

決

断

理

に

て

ら

し

▼

表

紙

写

真

(

吉

岡

輝

昭

か

さ

お

か

編

集

部

員

）

こ
こ
ろ
の
詩

・
・・
・原
原原
原・
・・
・稿
稿稿
稿・
・・
・募
募募
募・
・・
・集
集集
集・
・・
・

・
・・
・原
原原
原・
・・
・稿
稿稿
稿・
・・
・募
募募
募・
・・
・集
集集
集・
・・
・
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◎

第

７

回

立

教

年

８

月

日

177

26

渡

邉

隆

夫

(

神

昭

)

、

枝

廣

隆

文

(

東

福

山

)

、

掛

谷

和

由

(

福

南

)

、

藤

井

治

喜

(

福

節

)

、

下

田

孝

德

(

行

縢

)

、

橘

髙

祐

高

(

國

須

)

、

桑

本

光

則

(

上



野

)

。

登

殿

参

列

八

月

月

次

祭

祭

文

こ

れ

の

笠

岡

大

教

会

の

神

床

に

お

鎮

ま

り

下

さ

い

ま

す

親

神

天

理

王

命

の

御

前

に

会

長

上

原

理

一

慎

ん

で

申

し

上

げ

ま

す

親

神

様

の

一

列

子

供

の

陽

気

ぐ

ら

し

を

楽

し

み

に

親

心

一

杯

の

御

守

護

と

お

導

き

の

ま

に

く

日

々

は

結

構

に

恙

な

く

お

連

れ

通

り

下

さ

い

ま

す

事

は

誠

に

有

難

く

勿

体

な

い

極

み

で

ご

ざ

い

ま

す

し

か

る

に

陽

気

ぐ

ら

し

の

思

召

が

わ

か

ら

ず

我

身

勝

手

の

幸

福

を

求

め

る

あ

ま

り

陽

気

ぐ

ら

し

と

か

け

離

れ

て

し

ま

っ

て

い

ま

す

事

は

誠

に

残

念

で

な

り

ま

せ

ん

私

共

は

「

わ

か

る

よ

ふ

む

ね

の

う

ち

よ

り

し

や

ん

せ

よ

人

た

す

け

た

ら

わ

が

み

た

す

か

る

」

と

の

お

言

葉

に

込

め

ら

れ

た

ど

う

で

も

世

界

一

列

を

救

け

た

い

親

心

に

お

応

え

す

べ

く

日

々

は

朝

夕

に

御

礼

申

し

上

げ

る

と

共

に

つ

と

め

さ

づ

け

に

よ

る

身

上

事

情

の

お

た

す

け

を

通

し

て

真

実

の

親

の

思

召

を

一

人

で

も

多

く

の

人

に

伝

え

広

め

た

い

も

の

と

た

す

け

一

条

の

御

用

の

上

に

つ

と

め

励

ま

せ

て

頂

い

て

お

り

ま

す

そ

の

中

に

も

今

日

の

吉

日

は

理

の

お

許

し

を

戴

い

た

月

に

一

度

の

御

祭

日

で

ご

ざ

い

ま

す

の

で

只

今

か

ら

お

つ

と

め

奉

仕

人

一

同

喜

び

と

感

謝

と

た

す

け

心

も

一

入

に

明

る

く

陽

気

に

勇

ん

で

坐

り

づ

と

め

て

を

ど

り

を

つ

と

め

て

八

月

の

月

次

祭

を

執

り

行

わ

せ

て

頂

き

ま

す

御

前

に

は

残

暑

厳

し

い

中

も

厭

わ

ず

遠

近

を

問

わ

ず

寄

り

集

い

ま

し

た

道

の

子

供

達

が

四

万

九

百

三

十

四

枚

の

お

た

す

け

お

願

い

カ

ー

ド

を

持

ち

寄

り

よ

り

一

層

の

た

す

け

を

願

う

と

共

に

日

頃

の

御

高

恩

に

改

め

て

お

礼

申

し

上

げ

る

状

を

御

覧

下

さ

い

ま

し

て

親

神

様

に

も

お

勇

み

下

さ

い

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

さ

て

今

月

の

子

供

お

ぢ

ば

か

え

り

も

十

日

間

の

日

程

を

恙

な

く

お

連

れ

通

り

誠

に

有

難

う

ご

ざ

い

ま

し

た

お

陰

で

千

三

百

八

十

名

の

参

加

者

も

事

故

怪

我

も

な

く

子

供

達

も

笑

顔

一

杯

で

過

ご

す

事

が

出

来

ま

し

た

続

い

て

の

英

語

講

習

会

も

台

風

が

近

づ

く

中

で

は

あ

り

ま

し

た

が

滞

り

な

く

つ

と

め

る

事

が

出

来

三

十

五

名

の

参

加

者

も

喜

び

心

一

杯

に

つ

と

め

さ

せ

て

頂

き

ま

し

た

又

学

生

生

徒

修

養

会

に

も

十

八

名

の

高

校

生

が

参

加

し

大

変

有

意

義

な

学

修

生

活

を

過

ご

さ

せ

て

頂

き

道

の

後

継

者

育

成

に

期

待

と

確

信

を

持

た

せ

て

頂

く

事

が

出

来

ま

し

た

有

難

う

ご

ざ

い

ま

し

た

明

日

か

ら

の

三

日

間

は

少

年

会

の

キ

ャ

ン

プ

を

行

わ

せ

て

頂

き

ま

す

何

卒

事

故

怪

我

等

無

く

喜

び

心

一

杯

に

お

連

れ

通

り

の

程

を

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

又

来

月

は

に

を

い

が

け

強

調

月

と

位

置

づ

け

月

末

三

日

間

は

全

教

一

斉

に

を

い

が

け

デ

ー

と

し

て

つ

と

め

さ

せ

て

頂

き

ま

す

年

祭

活

動

二

年

目

残

さ

れ

た

四

ヶ

月

悔

い

の

残

ら

な

い

よ

う

た

す

け

一

条

に

邁

進

す

る

足

掛

か

り

と

さ

せ

て

頂

く

所

存

で

ご

ざ

い

ま

す

何

卒

親

神

様

に

は

旬

の

理

を

生

か

し

て

世

界

一

列

救

け

た

い

と

の

親

心

に

お

応

え

す

る

皆

の

真

実

誠

の

心

を

お

受

け

取

り

下

さ

い

ま

し

て

万

た

す

け

の

上

に

尚

も

自

由

の

御

守

護

を

賜

り

真

実

の

親

心

に

触

れ

一

列

兄

弟

の

理

に

目

覚

め

る

人

が

弥

増

し

て

万

互

い

に

た

す

け

合

う

陽

気

ぐ

ら

し

の

世

の

状

に

一

日

も

早

く

お

導

き

下

さ

い

ま

す

よ

う

一

同

と

共

に

慎

ん

で

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

第七回 登殿参列
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＝

辞

令

＝

立

教

年

８

月

日

付

177

21

准

承

事

待

遇

藤

本

芳

久

＝

教

会

指

令

＝

◎

任

命

願

大

惠

山

分

教

会

＊

前

任

瀬

藤

教

雄

＊

新

任

瀬

藤

友

昭

☆

奉

告

祭

立

教

年

８

月

日

177

26

立

教

年

月

３

日

承

認

177

11

◎

第

八

七

八

期

修

養

科

自

立

教

年

６

月

１

日

177

至

立

教

年

８

月

日

177

27

＊

教

養

掛

三

ヶ

月

間

上

原

浩

(

大

教

会

准

承

事

)

瀬藤友昭氏

大

教

会

だ

よ

り

一

ヶ

月

目

吉

岡

孝

彦

(

芦

品

分

教

会

長

)

二

ヶ

月

目

桑

本

光

則

(

上



野

分

教

会

長

)

三

ヶ

月

目

渡

邉

隆

夫

(

大

教

会

准

承

事

神

昭

分

教

会

長

)

＊

修

了

者

芦

常

原

紗

由

理

稲

倉

福

島

節

子

松

都

糸

川

久

美

枝

◎

教

人

資

格

講

習

会

修

了

者

（

全

期

）

立

教

年

９

月

日

終

講

177

10

大

惠

山

瀬

藤

大

喜

◎

立

教

年

委

員

部

長

講

習

会

177

第

３

次

９

月

日

人

参

加

10

20

第

４

次

９

月

日

人

参

加

11

28

第

５

次

９

月

日

人

参

加

12

20

▼

本

年

８

月

日

発

行

の

『

か

さ

お

か

21

第

巻

第

８

号

』

８

ペ

ー

ジ

中

段

写

53

真

の

説

明

文

「

『

親

考

心

』

の

喜

び

」

を

「

『

親

孝

心

』

の

喜

び

」

に

訂

正

し

ま

す

。

▼

平

成

年

７

月

日

発

行

の

『

笠

岡

大

25

21

教

会

部

内

名

称

録

』

ペ

ー

ジ

に

掲

15

載

の

甲

井

分

教

会

の

フ

ァ

ッ

ク

ス

番

号

を

左

記

の

通

り

訂

正

願

い

ま

す

。

F

A

X

0

8

4

7

-

2

5

-

5

2

8

1

枝

廣

茂

市

氏

東

福

山

分

教

会

初

代

会

長

九

月

十

四

日

出

直

さ

れ

ま

し

た

。

享

年

百

一

才

食

事

と

カ

ラ

オ

ケ

の

断

れ

な

い

招

待

を

受

け

た

。

縁

の

あ

る

老

人

ホ

ー

ム

の

関

係

者

だ

。

カ

ラ

オ

ケ

店

へ

行

く

の

は

、

高

校

訃

報

の

同

窓

会

の

二

次

会

以

来

の

本

当

の

久

し

ぶ

り

。

７

人

の

小

団

体

。

予

約

制

の

お

店

で

お

い

し

い

食

事

を

い

た

だ

く

。

ビ

ー

ル

付

き

で

な

か

な

か

い

い

。

さ

て

、

カ

ラ

オ

ケ

店

へ

。

な

ん

と

ビ

ー

ル

飲

み

放

題

だ

っ

た

。

今

頃

は

進

ん

で

い

る

ん

だ

な

あ

。

初

め

は

遠

慮

し

な

が

ら

飲

ん

で

い

た

が

、

酔

い

も

進

む

と

遠

慮

が

無

く

な

っ

た

。

ぐ

い

ぐ

い

飲

む

。

結

局

、

中

ジ

ョ

ッ

キ

ー

で

４

…

…

杯

。

皆

さ

ん

に

は

ギ

タ

ー

得

意

の

親

父

ギ

ャ

グ

好

き

と

の

イ

メ

ー

ジ

に

こ

れ

か

ら

は

「

飲

み

助

」

が

加

わ

る

の

か

な

？

駄

目

だ

こ

り

ゃ

。

皆

さ

ん

は

飲

ま

ず

歌

う

。

す

ご

く

上

手

い

。

そ

の

は

ず

で

皆

、

カ

ラ

オ

ケ

の

グ

ル

ー

プ

で

毎

週

歌

っ

て

い

る

か

ら

だ

。

驚

く

の

は

七

十

才

を

大

分

越

え

て

い

る

の

に

私

の

知

ら

な

い

新

曲

を

次

々

に

歌

う

こ

と

だ

。

聞

け

ば

わ

ざ

わ

ざ

Ｃ

Ｄ

を

買

っ

て

練

習

し

て

い

る

と

の

こ

と

。

私

な

ど

は

古

い

演

歌

、

昭

和

時

代

が

中

心

だ

。

し

か

し

酔

っ

て

負

け

ず

に

歌

う

。

私

は

招

待

さ

れ

た

側

な

の

で

拍

手

が

多

い

。

大

分

、

お

義

理

が

あ

る

の

か

な

？

実

際

に

歌

は

上

手

く

な

い

。

で

も

食

事

と

歌

で

十

分

に

楽

し

ん

だ

。

有

難

い

こ

と

だ

。

次

の

招

待

は

い

つ

だ

ろ

う

？

(

ひ

)
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